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燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業
／研究開発項目Ⅱ 水素利用等高度化先端技術開発

／プロトン交換膜型水電解装置用⾰新的低貴金属担持アノード触媒の研究開発

１．背景

2. イリジウム供給量の不足 3. 産業界ニーズ

イリジウムの生産量は約8 t/年※1

イリジウム(白金の副産物)の増産困難
リサイクル（約3 t/年予測)利用でも限界
※1 厳密なイリジウムの需要と供給のデータはなく、需要量から生産量を評価した。

イリジウムは白金やパラジウムの副産物であり、急激な需要に対して対応できない。

将来のPEMWE需要を考えると、
イリジウム使用量を1/10程度(現状比)に
削減する必要有 （3ｔ/年のリサイクル必要）

市販水電解用電極(IrOx) 連珠・多孔・導電性

- 4 structures with synergy effect - 

A) ナノ粒子化 （結晶構造） ・・・ 活性点増加
B) 最表面制御 （表面構造） ・・・ 活性向上
C) 界面相互作用 (電子構造) ・・・ 耐久性向上
D) 微細構造制御 (連珠構造） ・・・ 電子＆ガス輸送性能向上

新触媒

2030年頃PEMWEによる水素製造量（＠世界）
1桁程度増加見込
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Target@2025
0.40 mg cm-2

Temperature: 80oC
Membrane   : NRE212

Result @2021
1.0 mg cm-2

Ir loading amount 
(Our research)

0.４⇒0.25 mg cm-2

Performance
(Aｃｍ-2 ＠1.60V)
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Cell                  :  1×10 cm2

Temperature    :  80oC

Current density:  2.0 A cm-2

IrOx 溶解

Ir

Chem. Mater. 32 (2022) 5854.

解決すべき問題・技術的課題・目標値

Point 1: IrOxナノ粒子の担持＆自己組織化 Point 2: 多孔性&高導電性触媒・担体 Point 3: 高活性

Point 4: Ir目付量1/10 高セル性能 Point 5: 高耐久 (@高電位） Point 6: メカニズム （PF連携）

IrOx 20 wt% 

IrOx高分散 IrOx自己組織化 比表面積 > 30 m2
 g-1 金属伝導性
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＊F.T. range 3-13 Å-1
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本触媒：高電位＆高電流密度にて安定

市販IrOx

の場合

本触媒特徴１
WL強度小
➪Ir価数小

従来：IrOx溶解
（＠＞1.7V）

本触媒特徴2
WL強度変化小
（vs. 電位)
➪実運転時

Ir価数変化小

本触媒特徴3
内部にIr金属
➪コア・シェル構造

Ir目付量1/10にて高性能発揮

2. 目的・目標 3. コンセプト

4. 顕著な成果

5. 実用化・事業化の見通し

100 g/ 1ロット
量合成開始

LOIメーカー
数社供試中

6. 課題

本プロジェクト従来

海外動向調査やLOI企業との打ち合わせを通じて、特に重要と思われる課題を列記
1） Ir目付量の更なる抑制と触媒層設計
2) 低Ir触媒層用加速耐久プロトコルの設定（＋海外動向のとりまとめ・LOIとの議論）
3） 低Ir触媒層の実用化に向けた課題抽出
4） Irリサイクル技術の確立
5） LOIメーカーからのフィードバックと改良
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IEA “Electrolysers” https://www.iea.org/reports/electrolysers
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1. PEM WEの現状と将来

ACS Catal. 11 (2021) 4107.


	スライド 1

